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ExecSum

IDCの調査によると、最高情報責任者（CIO）はシステム業務の管理者から戦略的価値創造の推進役へと変化し
つつあり、ビジネス戦略の策定において重要な役割を果たしている。Cognizantの委託によって実施された最新
の IDC調査の結果から、現代の CIOは、デジタル変革を効果的に推進し、デジタル実行のギャップ、サイバー
セキュリティの脅威、高度な ITソリューションの導入に伴うコストの増大などのビジネスリスクに対処するた
めに、コストインテリジェンスを活用する必要があることが分かった。CIOは、「現状維持」に重点を置いたコ
スト管理から脱却し、価値創造の推進者となって、イノベーションの迅速化、顧客満足度の向上、新たな収益
源などの成果を促進するデジタル化の取り組みを調整する必要にこれまで以上に迫られている。

これをさらに詳しく調べるため、IDCは、最新の CIOのニーズに適応したコストインテリジェンスツールによっ
て、企業が ITソリューション導入の効果を高める方法を調査した。これらのツールの採用によって、IT投資に
よる相乗効果を生み出し、価値実現までの時間短縮を可能にする重要なコストに関するインサイトが得られる。
調査では、次のような主な課題が挙げられた。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

価値創造の追求の推進

本 eBookでは、80人の ITリーダーを対象にアンケート調査を行い、アジア太平洋地域の銀行、証券会社、保
険会社およびライフサイエンス企業の幹部 14人との詳細なインタビューを実施した調査から得られたインサイ
トを紹介する。この調査では、アジア太平洋地域の企業がコスト管理の複雑さを克服し、コストインテリジェ
ンスを通じて価値創造の方法を探っていることが分かった。

50%
コストを分析し、デジタル化施
策への投資に関して十分な情報
に基づいた意思決定を行うため
に必要なツールを持たない 

企業の割合。

73%
部門間やプロジェクト全体で 

IT支出のコストを完全に可視化
することに苦労していると 
回答した企業の割合。

69%
IT支出について、業界標準と比
較するベンチマーク調査を定期
的に実施していないため、ITコ
ストの最適化の重要な機会を逃
していると回答した企業の割合。

「コストインテリジェンスは、 
特に計画段階で、加えて実際の
遂行段階で、多額のコストを 
節約するのに非常に役立ちます」

– プライベートバンクのMD兼アーキテクチャ責任者

Note: このレポート内の数字は、四捨五入のため正確でない場合がある。
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ユーザー調査

CIOは、「現状維持」から一歩踏み
出して、すべての IT投資から、す
ぐに把握可能なビジネス成果を得ら
れることを認識する必要がある。IT
運用コストではなく、IT投資によ
るビジネスへの影響に注目すること
で、CIOは削減したコストを将来の
成長を促進するイノベーションに振
り分けることができる。

これを実現させるためには、CIOは
コストインテリジェンスを活用し、
複数の経営幹部たちと連携しなが
ら、ビジネス価値を高める投資決定
を行う必要がある。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

現代の CIOはスピードと相乗効果によって価値を創造する必要がある

CIOの全体的な注目点

ビジネス
価値

58%

現状維持
43%

事業部門および情報シ
ステム部門の幹部は新
しい IT分野に投資して
いるが、CIOはこれらの
イノベーションが運用
効率、顧客満足度、デ
ジタルレジリエンシー
の面で重要なビジネス
改善をもたらすことを
確証する必要がある。

ビジネス価値と IT投資
を連携することによっ
て、CIOや経営幹部は、
投資に対して最高の価
値をもたらす取り組み
に関する優先順位をよ
り高い精度にすること
ができる。

今後 12か月間の 
CIOの IT優先事項

最新テクノロジー 
への投資

顧客を対象にした 
デジタル体験の向上

セキュリティテクノ 
ロジーへの投資

企業全体でのデジタ 
ルスキルの向上

IT運用の改善

1

2

3

4

5

ビジネス価値の向上を加速する
期待される IT投資の成果

33%

29%

IT投資を通じてイノベーションの加速を
目指す。

ITを活用して収益の成長が加速すること
を期待する。

29%

33%

相乗効果と連携を推進する
64% ビジネス変革の取り組みに関する経営幹部レベル間

での連携が限定されているため、CIOが IT投資の
調整と他部署との連携において、より積極的な役割
を果たさなければならない企業の割合。

テクノロジー投資を進
めるに当たり、CIOは
事業部門（LOB）やス
タッフ部門の責任者を
含む幅広い関係者と連
携し、IT投資に関する
合意を得る必要がある。

IT予算は、企業の変革、
機能優先、事業部門と
情報システム部門との
共同施策など、ますま
す多様化している。そ
のため、企業全体の価
値を高めるには、複数、
場合によっては矛盾し
た優先事項を調整する
ことが CIOにとって重
要となる。

経営幹部の調整における 
主な課題

IT投資収益率（ROI）に 
関する意見の相違

情報システム部門と事業
部門の調整不足

IT予算の優先順位に 
関する合意不足

優先順位の差異による 
予算の議論

IT戦略とビジネス戦略の
不一致

1

2

3

4

5



アジア企業における ITコストインテリジェンス

4

今回の最新の調査では、戦略的な投資を行う場合
の企業のスピードと複数部署間での相乗効果を評
価する際に、4つの異なるタイプを取り上げた。
IDCの調査で、ほとんどの企業がスピードと複数
部署間での相乗効果のバランスを取ることに苦労
し、一方が優れるが、他方はうまくいかない場合
があることが分かった。多数の企業が、スピード
と複数部署間での相乗効果のどちらも課題である
と感じている。

ほとんどの企業の CIOは、プロジェクトを先導
する部署が IT投資とビジネス価値とを結びつけ、
ITソリューションの優先順位付けの決定の際に参
考となるコストインテリジェンスのインサイトが
欠如している。右の図は、4つのタイプの企業を
示している。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

企業のタイプによって、コストインテリジェンスの欠如が明らかになる

経営幹部間での相乗効果

ビ
ジ
ネ
ス
の
転
換
の
ス
ピ
ー
ド

バリュー追求者

 4%
高度な連携性と俊敏性を持ち、 
戦略的なイノベーションと 
効果的な投資を推進する企業。

堅実な変革者

33%
経営幹部間での連携はあるが、 

新たなビジネス機会の活用が遅れている。

機敏なイノベーター

 24%
行動は迅速であるが戦略的 
な連携が不足しているため、 
断片的な IT投資を行っている。

コスト最適化志向

39%
戦略的な連携やデジタルイノベーション
の価値を無視したコスト抑制の優先。

CIOは、コスト
インテリジェン
スが複数部署間
での高い相乗効
果と迅速な実行
を実現し、それ
によって企業に
大きなビジネス
価値が生み出さ
れるバリュー追
求者の象限への
移行を目指す必
要がある。

戦略的意思決定のタイプ

高い低い

遅
い

速
い

ほとんどの企業では、コスト関連の指標
のみに基づいて IT支出を決定しているため、
イノベーションを阻害する文化が生まれ、
市場の変化への対応が遅れ、複数並行して
実施されるシステムプロジェクト間での
相乗効果が生まれない場合が多い。
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バリュー追求者は、市場の変化への迅速な適応と、他の部署間との戦
略的な相乗効果の維持の間でバランスを取る。その結果、他の部署間
との戦略的な連携と機敏性の両方のメリットを享受し、イノベー 
ションとビジネス成長のリーダーとして地位を確立している。
主な特徴

■  ITの「運用」コストをイノベーションに振り分ける：バリュー追求者は、
ITオペレーションにおける「運用」部分におけるコスト削減可能な
分野を継続的に把握し、削減したコストをビジネスのレジリエンシー
と機敏性を生み出すイノベーションへの資金に振り分ける。
■  より動的な予算サイクル：バリュー追求者は戦略的なロードマッ
プと IT予算の策定プロセスに従って行動するが、コストインテリ
ジェンスの向上によって、IT予算変更の影響を迅速に把握し 
新たな機会を捉え、活用することができる。
■  リアルタイムでのコスト可視性：自社の利害関係者はコスト
発生の分野を詳細に分析し、部門、部署、プロジェクトなど
で比較できる。

CIOは、企業の予算編成とそのプロ
セスによって IT支出の決定とその
戦略的な結果にどのように影響が
及ぶかを理解することで、価値創
造の追求に向けてより推進するこ
とが可能になる。CIOはこれらのタ
イプ分類を活用し、意思決定のス
ピードや他の部署間での相乗効果
を抑制するコストインテリジェン
スの課題を把握して対応し、他の
経営幹部に働きかけてビジネスへ
の影響を高めることが可能となる。
その結果、CIOは企業をバリュー追
求者へと導くことができる。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

タイプ別の分類を利用してコストインテリジェンスの課題を理解する

機敏なイノベーターにとって、コストインテリジェンスの課題は他の
部署間で戦略的な相乗効果を妨げるものとなる。戦略的な社内調整を
事前に実施する前に迅速な市場対応を優先するために、ITソリュー
ションの導入は早期に可能になるが他の部署間での相乗効果は損なわ
れることになる。これによってシャドー IT、ITリソースの重複、ガバ
ナンスの不整合が生じ、結果としてシステム維持や拡大が困難となる
断片化されたシステム環境となってしまう。
主な特徴
■  デジタル化の取り組みのうち、50%は単独の事業部門から資金が
投入されており、他の部署間との戦略的な連携のない単独での
IT投資となっている。

■  機敏なイノベーターの 50%は、他の部署間とのコストの相乗
効果が不足していることから複雑なレガシーシステムの刷新
に苦慮しており、システム負債が蓄積する要因となっている。

機敏なイノベーター バリュー追求者

コスト最適化志向 堅実な変革者

コスト最適化志向にとって、コストインテリジェンスの
課題は競争力を損なうものである。コストインテリジェ
ンスが不十分なことからコスト最優先の企業文化が育まれ、
新しい ITソリューションの導入やレガシーシステムのモダナイ
ゼーションに関する優れた提案が困難になる。その結果、ITソリュー
ションが時代遅れとなり、デジタルスキルが欠如し、市場の変化に対
する障害が発生してしまう。
主な特徴
■  およそ 50%の企業は、IT投資の ROIに関して経営幹部間で意見が一致していない
と回答しており、61%がビジネス価値と IT支出をつなげることができていない。

■  コストインテリジェンスを活用してイノベーションの意思決定を行っているコスト最
適化志向はわずか 20%にすぎず、市場の変化に合わせてほぼ受動的に対応している。

 24%

39%

33%

4%

堅実な変革者にとって、コストインテリジェンスの課題
はビジネスの機敏性を妨げるものとなる。コストインテ
リジェンスが不十分なため、組織化された合理化と予算
編成プロセスに厳格に遵守した緩やかな変化が進められ
る。これによって、新たな市場機会を捉えたり、突然の
市場変化に対応したりすることが制約される。

主な特徴
■  デジタル化の取り組みの 58%は、組織全体の業務変革予算によって資金が投入 
されており、トップダウンでの資金調達戦略を行っている。

■  46%の企業がシステム部門と事業部門間との不一致を経験しており、厳格な予算
編成アプローチでは、事業部門とスタッフ部門が機敏性を維持するために必要と
なる迅速な対応力に欠けていることが浮き彫りになっている。
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この調査によって、現代の CIOに不
可欠な能力が明らかになり、成長、イ
ノベーション、市場投入までの時間を
加速する必要性が強く示されている。
CIOは、その役割が従来の IT部門の範
囲を超えて拡大するにつれ、より広範
な利害関係者と緊密に調整するように
なり、デジタル化の取り組みを推進す
るための強力な連携と相乗効果が求め
られている。

デジタル化に向けたリーダーシップの
課題に立ち向かう CIOにとって、影響
力を拡大することを可能にするコスト
インテリジェンスこそが重要な成功要
因となる。また、コストの透明性を高
めることも、情報に基づいた意思決定、
および企業全体での戦略的な連携を可
能にするために不可欠である。

バリュー追求者になるには、CIOは従
来のコスト管理を超え、IT導入の計画
と管理方法に対してより戦略的、他プ
ロジェクトとの相乗的、動的なアプロー
チを採用する必要がある。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

コストインテリジェンスはバリュー追求者にとって不可欠なツールである

「CIOは、取締役会と CEOに直接報告するようになりました。その結果、この CIO
は、システムを維持するという従来の職務に加えて、新たな収益源の確保と利益拡大を 
推進することに重点が置かれるようになりました」
― グローバルで展開する銀行の IT部門およびデジタルチャネル部門のグローバル責任者
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バリュー追求者になるには、現代の CIOは ITコスト管理を超え、コストインテリジェンス（IT支出の削減や最適化だけに留まらない戦略的アプローチ）を採用する必要がある。
コストインテリジェンスを理解するには、従来のコスト管理とどのように異なるかを認識することが重要となる。

コストインテリジェンスとは

コストインテリジェンス

コストインテリジェンス
とは
ITコストインテリジェンスは、
IT関連のコストと投資を理解、
管理、最適化することを目的
とした分析方法を組み合わせ
た戦略的なアプローチである。
これは IT支出を追跡するだけ
でなく、より広範なビジネス
目標と合致した ROIを分析し、
IT支出の総合的な視点を提供
することが可能になることか
ら、従来のコスト管理よりも
優れている。

重要となる理由
情報に基づいた意思決定：経営者は、当面の業務上の要請と長期的な
戦略的成長のバランスを取りながら、資金調達に関して十分な情報に
基づいた意思決定を行うことができる。

運用効率と戦略的成長：IT支出をビジネス目標に合わせ、コスト効率
を最適化し、IT投資から得られる価値を最大化するための実用的なイ
ンサイトを提供する。

ビジネスの回復力と機敏性：CIOがビジネス変革の困難を乗り越える
のをサポートし、IT投資が短期的な運用上の懸念に対処するだけでな
く、持続可能な成功にも貢献することを保証する。

主な特徴
■  リアルタイムのコスト可視化と最適化：運用パフォーマンスを犠牲
にしたり将来のイノベーションを妨げたりすることなく、詳細かつ
リアルタイムにコスト最適化の機会を把握する。

■  動的の財務モデリング：シナリオ分析を使用して共同での意思決定
を促進する。

■  ポートフォリオ管理：戦略的な適合性、リスク、収益などのビジネ
ス要因に基づいてプロジェクトを評価し、優先順位を付ける。

■  将来予測：予測分析と業界ベンチマークを組み合わせて、イノベー
ション向け資金を決定する。

従来のコスト管理

従来のコスト管理とは
従来のコスト管理とは、ビジ
ネス運用に関連するコストを
追跡および分析する従来の方
法を指す。主に履歴データと
標準原価計算の慣行に焦点を
合わせている。

制限事項
■  リアルタイムの変化に適応する
機敏性が限られている

■  サイロ化が進み、さまざまな事
業部門間での統合が不十分なこ
とが多い

■  積極的というより、むしろ受動
的である

主な特徴
■ 過去のコスト把握方法
■ 標準原価計算方法
■ プロジェクト予算差異分析
■  予測能力が限られているため、 
基本的に過去を振り返る
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コストインテリジェンス：コスト管理の障壁を克服する
コストインテリ
ジェンスを使用す
ると、リーダーシッ

プチームはシステムにかかる
費用を総合的に把握できるよ
うになり、成長、効率、回復
力を促進する情報に基づいた
意思決定が可能になる。

コストインテリジェンスを採用
する CIOは、ビジネス上の指標
と価値に基づいて説明されたリ
アルタイムのコスト分析情報が
手に入る。さらに、シナリオベー
スの計画と予測を使用すること
で、CIOはレガシーシステムのモ
ダナイゼーションのメリットを
より効果的に社内に伝え、また
ビジネス部門主導の取り組みと
連携することでシャドー ITを最
小限に抑えることが可能になる。

CIOはコストインテリジェンスを
使用して、POCから実稼働の段
階まで、プロジェクトチームお
よびフェーズ全体におけるコス
ト要因をより包括的に把握でき
る。この総合的なコストの可視
性によって、CIOはデジタル化の
施策の優先順位をより適切に設
定し、運用コストを最適化して、
コスト抑制に向けての相乗効果
を促進できるようになる。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

「…コスト管理では、
2つまたは 3つの観点
のみを検討し、ITに
かかる費用全体の複
合的な観点からは検
討していません」
― ヘルスケアサービス事業者の社
長兼マネージングディレクター

ITコスト管理における最大の課題

ITコストに関
する正確でリ
アルタイムな
データの不足

ITコストとビ
ジネス価値を
合致させるこ
との難しさ

レガシーシス
テムによるシ
ステム負債の
増大

隠れた IT費用
の可視化の 
限界（シャドー

ITなど）

58%

49%

41% 40%

ITコストの可視性を向上させる
ための重要な領域
人材獲得と維持コスト
人材への投資と業務上の優先事項を一
致させる。

給与と福利厚生
プロジェクトチームがビジネス目標と
一致していることを確認する。

レガシーシステムの保守／ 
モダナイゼーション
モダナイゼーションを実施しながらシ
ステムの負債を管理および予測する。

セキュリティやコンプライアンス
に関するツール
コンプライアンスコストを可視化し、
セキュリティ投資を最適化する。

従業員向けトレーニング費用
従業員向けトレーニングにかかる費用
がビジネスニーズと将来のニーズに合
致していることを確認する。

IT開発プロセス
開発サイクルにおける非効率性を把握
する。

ソフトウェアのライセンスと 
サブスクリプション料金
未使用のライセンスを除外し、サブス
クリプションコストを利用数に合わせ
て調整する。

1

2

3

4

5

6

7
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CIOはコストインテリジェンスから得たインサイトを活用することで、意思決定のスピードと ITに関する意思決定の相乗効果を向上させることができ、情報システム部門のリーダー
としてのビジネスへの影響を最大化し、CIOの役割を経営幹部内のビジネスアドバイザーに高めることが可能になる。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

コスト最適化志向 堅実な変革者

 24%

39%

33%

4%

次のステップ
コストインテリジェンスを活
用してビジネスと ITの価値を
合致させる
ビジネスの指標と予測分析を利用し
て ITの ROIを積極的に実証し、競
争力と成長を可能にするイノベー
ションを推進する。

次のステップ
コストインテリジェンスによる
動的な予算編成を可能にする
シナリオベースのコスト分析を利
用し、新しい ITソリューションや
機会（Generative AI（生成系 AI）
など）が発生した場合に、通常サ
イクル以外での IT予算変更の影響
を把握する。

「IT予算や戦略策定にあたっては、
米国本社の CIOと連携し、日本支
社の IT予算や優先投資テーマを決
定しています」

―  資産運用会社の日本支社、ITオペレーション
責任者

厳格な予算編成プロセス

バリュー追求者

次のステップ
コストインテリジェンスを活
用して企業価値を統合する
デジタル化の取り組みを優先し、
戦略的イノベーションに資金を投
入して、イノベーションによる成
長を加速することで企業価値を統
合する。

「自動化、ITソリューションの融合、
老朽化したシステムの排除、クラ
ウド化などを通じて、イノベーショ
ンに資金を投入するための「運用」
コストをいかに削減するかのバラ
ンスを取っています」
― グローバルで展開する銀行の IT部門および
デジタルチャネル部門のグローバル責任者

削減したコストをイノベーション
に振り分ける

「私たちはコストの検討に時間を費
やしていますが、それは資金支
出と総所有コストだけです（中略）
ビジネス価値創造についてはう
まく検討できていません」

― ヘルスケアサービス事業者の社長兼MD

ITの ROIの欠如

機敏なイノベーター

次のステップ
コストインテリジェンスを活用
して変化を相乗的に生み出す
機能的な取り組み全体に渡るコスト
の相乗効果を把握し、それらを規模
拡大可能、再活用可能、かつ繰り返
し可能な企業全体におけるモダナイ
ゼーションの施策に統合する。

「ITはビジネスプロセスの一部であ
ることが求められます。プロジェ
クト間でコストを共有し、シャ
ドー ITを回避することで、革新
的な ITソリューションへさらに
投資できるようになります」

―  シンガポール拠点の銀行の 
IT＆テクノロジー担当バイスプレジデント

シャドー ITとレガシーシステム

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

転換のスピード：  
経営幹部間での相乗的な効果：

転換のスピード：  
経営幹部間での相乗的な効果：

速い速い
低い

低い
遅い

高い

高い
遅い
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変革

バリュー追求者になる
現代の CIOは、ITおよびビジネス目標との間での相乗効果と意思決定におけるスピードのバランスを取る必要がある。バリュー追求者になることで、企業はより迅速なイノベーショ
ン、より強力なビジネス連携、最適化されたリソースによって持続可能な成長を推進することが可能になる。

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

これらの戦略を採用する
ことで、CIOは企業をバ
リュー追求者の水準に引
き上げることが可能にな
る。バリュー追求者は、
ITをビジネス目標にう
まく適合させ、イノベー
ションを加速し、コスト
インテリジェンスを活用
して測定可能なビジネス
成果を実現できる。バ
リュー追求者は、IT を
自社の戦略的成長の原動
力として位置づけ、機敏
性と正確性を持って変革
を進める能力が優れてい
る。今こそ、CIOがコス
トインテリジェンスのベ
ストプラクティスを採用
し、急速に進化するデジ
タル環境において企業が
永続的な成功を収めるた
めに行動する最適な機会
である。

コストインテリジェンスを向
上させて利害関係者との信頼
を築く
• 人材コスト、コンプライア
ンス、レガシーシステム、
スタッフ／事業部門全体を
含む IT資産全体におけるコ
ストのデータの包括性を向
上させ、コスト最適化の機
会をより適切に把握する。

• IT FinOps を通じて利用
ベースの料金（クラウドア
プリケーションやインフラ
など）をサポートするため
にコスト測定の精度と範囲
を拡大し、これらを予測分
析と組み合わせてコストの
予測可能性を高める。

コストインテリジェンスによる
動的な予算編成を可能にする
• シナリオベースの分析を
利用して通常サイクル外の
変化の影響を把握し、従来
の資金調達サイクル外での
IT投資の意思決定をサポー
トする。この柔軟性によっ
て、CIOは予期しない変化
に迅速に対応し、変化する
ビジネスの優先順位に合わ
せて IT支出を調整するこ
とが可能になる。

意思決定のスピードを加速する

コストインテリジェンスを活
用して変化を相乗的に生み
出す
• コストの相乗効果をより適
切に把握し、独立した部門
での取り組みを戦略的な取
り組みに統合することでの
ビジネス上のメリットを明
らかにするために、財務的
な影響をモデル化する。

• 相互活用できる IT投資を
特定することでコストを効
率化し、企業の成長を実現
させる。これには、IT自動
化、アプリケーションの刷
新、IT資産のモジュール
型 SOA（サービス指向アー
キテクチャ）への移行が含
まれる。

コストインテリジェンスを活
用してビジネスとITの価値を
合致させる
• ポートフォリオ管理をビ
ジネス価値の指標と組み
合わせ、戦略的な適合性、
リスク、収益などのビジ
ネス要因に基づいてプロ
ジェクトを評価し、優先
順位を付ける。

• これらの戦略的インサイト
を利用して、利害関係者の
賛同を得て、ビジネス変化
への抵抗を克服する。

相乗的な意思決定を可能にする

バリュー追求者
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業界

金融機関の場合：レガシーシステム、不十分なツール、従業員教育への取り組み

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

オープンバンキングとデジタル金融商品の
急増に伴い、金融機関の CIOは、データの
プライバシーおよび保護（個人情報保護法 
[PDPA] など）、金融コンプライアンス（ア
ンチマネーロンダリング [AML]、Know Your 
Customer [KYC：本人確認 ] など）、サイバー
セキュリティとデータ保護の要件など、急
速に変化する規制環境に対処しながら、最
新の顧客エクスペリエンスを提供する必要
がある。

多くの CIOにとって、巨大な勘定系システ
ムとレガシーメインフレームが最大の課題
となっており、そのためにデジタルエンゲー
ジメントチャネル、金融商品、サービスの
幅広い導入が遅れている。これらの制約を
克服するため、CIOは、最新のスケーラブ
ルなデジタルインフラストラクチャとアプ
リケーションに投資し、コンプライアンス、
コスト管理、モダナイゼーション、イノベー
ションとの間でバランスを取る必要がある。

再利用可能なクラウドアーキテクチャを採
用しデジタルベースの金融商品やサービス
を拡大可能にすることで顧客満足度を向上
させ、サービスコストを削減し、金融機関
を将来の成長に備えることを、これらの戦
略的投資によって可能になることを示すた
めには、コストインテリジェンスの活用が
不可欠である。

金融機関における CIOの全体的な注力点
「レガシーシステムを
モダナイズし、コス
ト管理と ROIを向
上させるクラウドお
よび自動化ソリュー
ションへの投資の必
要性を説明するに
は、大きな課題が存
在します。最新のス
ケーラブルな IT基
盤を構築することが、
運用効率と顧客エン
ゲージメントの両方
を向上させるために
重要であると実証す
る必要があります」

― プライベートバンク
の MD兼アーキテク
チャ責任者

43% 19% 13% 13% 12%

現状維持 ビジネス価値

コスト 
削減

ビジネス部門と
連携して ITを 
刷新することで
ビジネス成果を
向上させる

新たな収益源
の創出に重点
を置いたデジ
タル化の取り
組みを主導 
する

スタッフや事業
部門全体に渡る
デジタル化の取
り組みを統合し、
ビジネスの機敏
性を向上させる

デジタルレジ
リエンシーを
強化するため
のリスク管理

ITコスト管理における最大の課題

複雑なレガシーシステムが 
正確なコスト追跡を妨げている

コスト分析のためのツールや
プラットフォームが不十分

ITコスト管理に関する従業員
教育や専門知識が不十分

52% 50% 50%

スピードが重要な理由
金融機関が求める主なビジネス成果

業務効率化の向上
より迅速なイノベーション
コスト削減

1

2

3

相乗効果が重要な理由
金融機関における経営幹部間の調整の主な課題

IT投資の ROIに関する意見の相違
IT部門と事業部門間の不一致
優先順位の違いによる予算の争い

1

2

3
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金融機関の場合： 
コストインテリジェンスを利用してビジネス価値の実現に向けて統合する

Source: IDC C-Level Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

厳格なコンプライアンス要件と承認プロセ
ス、そして「壊れていないものは直す必要
はない」という根強い考え方により、多く
の金融機関では、ITを活用したビジネス
変革の推進に対して慎重すぎる姿勢が見ら
れる。

しかし、FinTechのスタートアップ組織で
はデジタルベースの金融商品やサービス
の展開を推進している。オープンバンキ
ング、デジタルバンキング、金融インク
ルージョン、グリーンファイナンスを奨
励する金融当局の政策の変化と相まって、
金融機関はデジタルテクノロジーを採用
している。

このため、CIOはコストインテリジェンス
を活用して事業部門と IT部門の投資を統
合し、変革の取り組みを加速して、利害関
係者の支持を得ることで、ビジネス価値の
実現を追求する必要がある。

コスト最適化志向 堅実な変革者

 25%

38%

34%

3%

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

コストインテリジェンスを使用して、
AML/KYCコンプライアンスにおける 
AIの価値を正当化する
■  KYCコンプライアンスに AIを使用して、クライアントの新
規申し込み手続き率、顧客満足度（CSAT）、サービス費用の
削減が改善されることを実証する。

■  たとえば、KYC/AMLコンプライアンス向けに代替データソー
ス（通信事業者のデータなど）を使用する予測型 AIなど。

転転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

バリュー追求者

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

コストインテリジェンスを活用して 
企業価値を統合する

■  廃止されるレガシーメインフレームや関連システムに
よって削減できたコストを、AI/MLエージェント、オー
プンバンキング、高度な予測分析機能などのイノベー
ションに充てる機会を継続的に模索する。

機敏なイノベーター

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：
コストインテリジェンスを使用して 
プロセス自動化の取り組みを 
他の部門間とも相乗的に活用する
■  モジュール型トランザクションサービスによって監査
プロセスを合理化し、複数の事業部門または金融商
品ライン全体でコスト削減を実現する方法を示す。

■  たとえば、リアルタイムでの不正検出によって
STP（ストレートスルー処理）が可能になること
で運用効率が向上し、複数の顧客対応タッチポイ
ントに渡るサービス費用が削減される。

シナリオベースのコスト計算を利用して、
ITソリューションや法規制の 
変更による影響を調査する

■  Generative AI（生成系AI）などの新たな ITソリューションへの対処や、
進化する法規制による影響の予測を行う（例：増加する銀行詐欺に
対抗するために、シンガポール金融管理局が提唱する「キルスイッチ」
機能の採用）。

低い

低い

速い 速い
高い

高い
遅い 遅い
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ライフサイエンスの場合： 
コストインテリジェンスがコスト効率化とイノベーションを推進する
ライフサイエンス分野では、主にテ
クノロジーの進歩（遠隔医療、遠隔
モニタリング用のウェアラブルデバ
イスなど）、規制の変更、患者中心の
ソリューションへの重点化によって、
ビジネス変革が大幅に加速している。
たとえば、シンガポールの健康科学
庁の医療機器としてのソフトウェア
に関する枠組みや日本の医薬品、医
療機器等に関する法律は、デジタル
ヘルスにおけるイノベーションと、
イノベーションの承認の迅速化への
注目の高まりを反映している。

 

Source: IDC Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

CIOが直面するコストインテリジェンスの課題
コストインテリジェンスは、R&Dとコンプライアンスに必要な運用費用と設備投資を
管理するために重要であるが、改善には困難を伴う場合がある。

■  複雑なレガシーシステムに依存：この依存のために最新のクラウドソリューショ
ンとの連携が難しく、製造工程から臨床試験まで、サプライチェーン全体でコス
トを正確に追跡し、管理することが困難となっている。

■  データの可視性の欠如：インタビューを受けた CIOは、ITリソースの割り当てに
関するリアルタイムの情報を取得するのに苦労しており、それが非効率性や予算
超過につながる可能性があると回答している。

■  イノベーションとコスト管理のバランス：CIOは、コスト削減とビジネス変革の
促進を同時に実現可能な投資を優先順位付けするロードマップの作成が困難であ
ると感じている。

ライフサイエンス業界の企業の CIOの考慮すべき事項
■  コストインテリジェンスを使用して、創薬、患者中心のイノベーション、運
用効率など、重要な成果に貢献する分野で ITとビジネス価値を一致させる。

■  コストモデリングを利用して、医薬品の発見における AIや製造および流通の
自動化などの新しい ITソリューションのメリットを伝える。

■  医薬品試験や患者向けアプリケーションを搭載したクラウドインフラストラ
クチャの ITコストに関するリアルタイムデータを提供し、製品開発と流通の
さまざまな段階を最適化する。

■  シナリオベースのコスト計算による動的な予算編成を可能にし、パフォーマ
ンスの低い医薬品開発プロジェクトから市場潜在力の高いプロジェクトに予
算を再配分し、最適なリソース配分を実現する。

ライフサイエンスにおけるイノベーションの加速
CIOの役割は、バックオフィスの業務
システムの管理から、ビジネス戦略
の策定、イノベーションの推進、運

用効率の維持へと進化している。それに従い、
CIOは変革を実現させるため、ITの投資がビ
ジネス目標と密接に一致していることを確認
する必要がある。これには、クラウドベース
のデータ管理とリモート監視を導入して医薬
品の試験と規制当局からの承認手続きを簡素
化することや、AIを活用した予測分析を使用
して医薬品の開発プロセスを加速し、命を救
う治療に向けた市場投入までの時間を短縮す
ることが含まれる。

「データに基づくリアル
ワールドエビデンス

（RWE）の利用は、包括的
なデータのメリットを生
かして、より迅速な意思
決定と医薬品の市場投入
までの時間の短縮を可能
にすることから、規制当
局への申請においてます
ます重要になっています」

業務効率化の向上
同様に、CIOは、複雑なエンタープラ
イズシステムの利用を最適化し、サ
プライチェーン管理やロジスティク

スなどの日常業務が効率的かつ費用対効果の
高いものとなるようにする上で重要な役割を
果たしている。これには、プロセス管理ツー
ルを活用して医薬品の流通における非効率性
を特定することが含まれる。CIOは、コスト
インテリジェンスと組み合わせて、自動化、
高度なロジスティクス管理、IoT追跡、プロセ
スの再設計によって運用効率を高め、コスト
を削減できる領域を把握する必要がある。

「私たちはプロセスに
重 点 を 置 き、「SAP 
Signavio」などのツー
ルを使用してコスト
を可能な限り最適化
しています。流通マー
ジンが非常に低いため、
このような状況を効
率的に変化させる必
要があります」

― ライフサイエンスサービスプ
ロバイダーの APAC社長兼MD

― グローバル医薬品販売会社の
グループ CTO
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日本の場合：深く根付いた従来のビジネス構造とビジネスの機敏性のバランス

Source: IDC Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

日本企業の変革へのアプローチは、伝統的
なビジネス慣行とテクノロジーの進歩との
バランスを慎重に取っている。最近のデジ
タル田園都市国家は、全国的にデジタル導
入を加速させることで人口減少と地域間で
の経済格差の課題解決のための政府の施策
を示している。

日本企業の CIOにとって、ITのモダナイ
ゼーションは伝統的かつ厳格なビジネス文
化との間で調整する必要があり、クラウド、
AI、自動化への投資を通じて測定可能な成
果を達成し、効率性を高め、デジタル化範
囲を拡大し、新たな収益源を創出する必要
がある。

CIOはコストインテリジェンスを活用して
コストの透明性を高め、最適化の領域を把
握し、より広範囲でのビジネス目標との整
合性を維持する必要がある。確立された業
務プロセス（「カンバン方式」「リーン生産
システム」など）に基づいて確立された運
用効率手法は、新たな機敏性を向上させる
取り組みとは、相反することが多い。確立
された組織構造を混乱させる可能性が高い
ことから、この調整は日本企業にとって非
常に重要となる。

CIOの全体的な注目点
「コスト効率化と戦略
的成果の両方に焦点
を合わせるには、情
報システム部門の
リーダーと事業部門
のリーダーの間で KPI
を設定する必要があ
ります。KPIは、IT関
連の指標だけではな
く、事業部門において
IT投資によってもた
らされる価値と収益
の成長という観点か
ら成功を測定するよ
うになりました」

― アジア太平洋地域の日
系金融機関の CIO

現状維持 ビジネス価値

コスト 
削減

ビジネス部門と
連携して ITを 
刷新することで
ビジネス成果を
向上させる

新たな収益源の
創出に重点を置
いたデジタル化
の取り組みを主
導する

スタッフや事業
部門全体に渡る
デジタル化の取
り組みを統合
し、ビジネスの
機敏性を向上さ

せる

デジタル 
レジリエン
シーを強化
するための
リスク管理

ITコスト管理における最大の課題

間接的または隠れた
IT費用の可視化の 

限界

コスト分析のための
ツールやプラット
フォームが不十分

ITコスト管理に関する
従業員教育や専門知
識が不十分

複雑なレガシーシステ
ムが正確なコスト追跡
を妨げている

53% 50% 43% 43%

スピードが重要な理由
追求される主なビジネス成果
業務効率化の向上
より迅速なイノベーション
収益の成長

1

2

3

相乗効果が重要な理由
経営幹部の調整における主な課題

IT部門と事業部門間の不一致
IT投資の ROIに関する意見の相違
IT戦略とビジネス戦略の不一致

1

2

3

40% 20% 15% 15% 10%
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日本の場合：4つのタイプがコストインテリジェンスを活用する方法

Source: IDC Cost Intelligence Study 2024（Cognizantの委託による調査）

日本のビジネス環境では、一貫性と従来の
仕組みを重視する傾向があり、多くの企業
が「堅実な変革者」または「コスト最適化
志向」に分類されている。これらのタイプ
では安定性が得られるが、市場の変化への
対応に遅れる可能性もある。当然のことな
がら、日本ではバリュー追求者型に該当す
る企業はわずか 7%であり、安定性と機敏
性のバランスを取る戦略が必要であること
が分かる。

日本の CIOは、ビジネス変革に向けて必要
となる要件を満たすため、従来のアプロー
チに、より適応性が高く、情報に基づいた
意思決定を可能にする施策を組み合わせる
ことを検討しなければならない。

コスト最適化志向 堅実な変革者

 15%

35%
43%

7%

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

コストインテリジェンスを活用して 
ITソリューションの価値を正当化する
■  コスト最適化志向の CIOは、コストインテリジェンスを利用したデジタル
化の取り組みを、純粋なコストではなく、企業価値向上の要因として捉え
る必要がある。

■  たとえば、ある国内金融機関では、CIOは常に ITプロジェクトでの事業部
門のニーズを優先させる。情報システム部門は、事業部門が計画した ITプ
ロジェクトの推進に重点を置き、事業部門が推進するデジタル化の取り組
みに後れを取らないようにしている。

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

バリュー追求者

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

機敏なイノベーター

転換のスピード：  
経営幹部間の相乗的な効果：

コストインテリジェンスを活用して
イノベーションを相乗的に生み出す
■  機敏なイノベーターの CIOは、コストインテリジェンス
を活用して、最新の ITソリューションを導入する際の他
の部署間での相乗効果を向上させる必要がある。

■  たとえば、米国と日本で事業を展開している世界的な製
薬会社の CIOは、各地域の子会社にコストインテリジェ
ンスを導入し、地域間で一貫性を持った KPIを設定し、
既存システム運用と戦略的イノベーションの間で予算を
配分している。

シナリオベースのコスト計算を利用して、 
ITソリューションや法規制の 
変更による影響を調査する

■  堅実な変革者の CIOは、投資が財務面で継続可能であり、かつ自社戦略的に 
整合していることを説明するために、シナリオベースのコスト計算を採用する 
必要がある。

■  たとえば、国内保険会社の CIOは、グループ全体の予算でグループ横断型の戦
略的インフラストラクチャを構築した。加えて、最新の ITソリューションや法
規制の変更による計画外の取り組みに各事業部門の資金を柔軟に投入できるよ
うに、DX専用枠の予算を確保している。

コストインテリジェンスを使用して、 
効果の高い取り組みを採用する

■  バリュー追求型の CIOは、コストインテリジェンスを利用し
て IT投資を決定し、ROIとビジネスへの影響を最大化するこ
とが求められる。

■  たとえば、生命保険会社の CIOは、コストインテリジェンスを
利用して各システムプロジェクトの費用対効果を実証する。各シ
ステムプロジェクトには、デジタルシステムとレガシーシステム
の両方をカバーする KPIがある。投資は数年以内に回収する必要
があり、プロジェクトリーダーは KPIの設定も求められる。

遅い 遅い
低い

低い
速い 速い

高い

高い
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方法

調査方法
本 eBook は、主に Cognizant か
ら委託された調査に基づいてい
る。IDCは、アジアに拠点を置く
大規模な多国籍企業の ITリーダー
および幹部を対象に、80件のオ
ンライン調査と 14件の詳細なイ
ンタビュー（IDI）を実施した。
この調査結果は、コストインテリ
ジェンスと関連テクノロジーに関
する他の IDCの調査によって補完
されている。

オンライン調査
80

詳細なインタビュー
14

調査サンプル

経営幹部
64%

Cレベルの
経営幹部

36%



コグニザントは、デジタル時代においてクライアントが AIを活用し、
データ主導型に転換することを支援する、世界有数のプロフェッショ
ナルサービス企業です。当社の産業分野別のコンサルティングアプ
ローチは、最新のビジネスへと進化を遂げる企業を支援します。
当社が誇るコストインテリジェンスは、対象範囲内の機能別コスト
マップをコード化し、これらを主要な同業他社と比較してギャップ
とその根本原因を特定し、推奨事項を策定して採用することで、包
括的なエンドツーエンドの価値を提供します。
Cognizant Consultingやその他のサービスライン（インテリジェント
オペレーションオートメーション、デジタルエンジニアリング、デー
タ／分析、クラウドトランスフォーメーションなど）の学際的な専
門家が、最も効果的な成果の達成を保証します。
Cognizant Cost Intelligenceの詳細については、メールでお問い合わ
せください。inquiry@cognizant.com

コグニザントのコストインテリジェンスとアクション提案から得られる 
典型的なメリット：

経費の削減

コストパフォーマンス 
文化の強化

機能効率の向上

財務面での目標に沿った
機能面での取り組み

合理化されたアクティビ
ティ／ワークフローポー
トフォリオ

株式アナリストからの 
肯定的なフィードバック

最適化された初期投資
（OPEX）／保守運用費用
（CAPEX） のバランス

最終利益の向上

より規律ある文化

コグニザントが提唱する
コストインテリジェンス

詳しくはこちらをご覧ください

https://www.cognizant.com/us/en/insights/insights-blog/from-cost-cutting-to-cost-optimizing-wf1746800


Linusは 25年以上の業界経験があり、IDC Asia/Pacific
でデジタルビジネス、トラスト、インフラストラクチャ、
サービスの調査を先導している。Linusはシドニーを拠
点とし、オーストラリアおよびニュージーランド（ANZ）
のチーフアナリストを務めている。Linusは、IDCの
Emerging Technology Advisory Council（エマージング
テクノロジー諮問委員会）の創設メンバーであり、こ
の地域の CIO100、CSO、および Future Enterpriseアワー
ドのシニアメンバーである。

Linusは、アジア太平洋地域全体の調達戦略とエマージ
ングテクノロジーに焦点を合わせて、デジタルリーダー
とテクノロジー分野に戦略的なインサイトを提供して
いる。Linusの専門知識は、国、地域、質の高い調査へ
の貢献によって、多くの賞賛を獲得している。

Lawrenceは、IDCアジア太平洋地域の APJデジタル
ビジネスおよび AIトランスフォーメーションストラテ
ジーリサーチプログラムを率いており、シンガポール
を拠点としている。この役割において Lawrenceは、1
次調査と 2次調査を活用し、ITソリューションの購入
者と提供者の双方に戦略的アドバイザリーサービスを
提供している。Lawrenceは、ビジネス変革と AI普及
の時代にテクノロジーがビジネス環境をどのように再
形成しているかに焦点を合わせて、ITソリューション
の購入者と意思決定者が IT投資によってビジネス成果
を最大化する方法を検討する。

 

Pushkarakshは、IDCでアジア太平洋地域の分析および
インテリジェントオートメーションサービスの調査を
率いている。Pushkarの専門知識と調査対象は、マネー
ジドクラウドサービス、ロボットおよびインテリジェ
ントオートメーションサービス（RPA/IA）、デジタルワー
クプレイスサービス、次世代インフラストラクチャサー
ビス（ハイブリッドインフラストラクチャと管理）に
渡る。Pushkarはバンガロールを拠点とし、これらの
テクノロジー分野におけるソートリーダーシップとカ
スタムクライアントエンゲージメントを提供するため
に、シンジケート調査の両方に幅広く取り組んでいる。
Pushkarは、小規模および大規模なエグゼクティブプ
レゼンテーションや、ワークショップおよびラウンド
テーブルの経験もある。

IDCのリサーチチーム

Lawrence Cheok
アソシエートリサーチディレ 
クター
Digital Business Strategies

Pushkaraksh Shanbhag
アソシエートリサーチディレ 
クター
Digital Infrastructure Research

Linus Lai
バイスプレジデント、
Digital Business, Trust, Services,  
Digital Infrastructure and  
Chief Analyst

#280575.Copyright © IDC 2024. 無断転載を禁じます。

https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=PRF000202
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=PRF004878
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=PRF004452

	Button 64: 
	页面9: 
	页面16: 

	Button 65: 
	页面9: 
	页面16: 

	Button 68: 
	页面9: 
	页面16: 

	Button 70: 
	页面9: 
	页面16: 

	Button 69: 
	页面9: 
	页面16: 

	Button 71: 
	页面9: 
	页面16: 



